筆記課題
筆記課題
「木造住宅の構造計画と診断」

　

	注意事項
１．　制限時間

　　

５０分　

　２．注意事項
　（１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。
　（２）解答用紙に入所期、番号、氏名を記入してください。
　（３）電卓の使用は許可しますが、携帯電話の使用は不可です。
　（４）試験中、質問等があるときは挙手してください。




Ⅰ．構造関連法規（木造住宅）
1． 木造住宅の基礎及び土台、柱、はりについて、誤っているものを選びなさい。

1 構造耐力上主要な部分に使用する木材の品質は、節、腐れ、繊維の傾斜、丸身等による耐力上の欠点がないものでなければならい。

2 べた基礎の底盤の厚さは、15㎝以上としなければならない。
3 はり、けた等の横架材には、中央部付近下側に耐力上支障のある欠込みをしてはならない。
4 柱の小径に基づいて算定した柱の所要断面積の1/3以内の欠き取りの場合においては補強しなくても良い。
２．木造住宅の筋かいについて誤っているものを選びなさい。

1 圧縮力を負担する筋かいは、厚さ1.5㎝で幅9㎝以上の木材を使用しなければならに。

2 筋かい端部は、柱と横架材との仕口に近接して、金物で緊結しなければならない。

3 筋かいには欠込みを行ってはならない。

4 引張力を負担する筋かいに、径9㎜の鉄筋を使用した。

３．構造耐力上必要な軸組について誤っているものを選びなさい。

1 筋かいをたすき掛けに入れた軸組は、片筋かいの軸組の3倍の壁倍率である。

2 構造耐力上主要な部分である柱、筋かい及び土台のうち、基礎上端から1m以内の部分には、有効な防腐措置を講じなければならない。

3 必要壁量を求めるための見付面積には、当該階の床面からの高さが1.35m以下の部分の見付面積を含めない。
4 構造計算によらない場合には、小屋組には振れ止めを設けなければならない。

４．鉄筋コンクリート造について間違っているものを選びなさい。
① コンクリート打込み中及び打込み後5日間は、コンクリートの温度が5度を下らないようにした。

② コンクリートの4週圧縮強度は、12 N/㎜２以上でなければならない。

③ 鉄筋のかぶり厚さは、コンクリート表面から鉄筋中心までの距離である。

④ コンクリートの凝結及び硬化を妨げるような酸、塩を含まないこと。

　
５．構造計算について間違っているものを選びなさい。
① 建築物は、自重、積載荷重、積雪、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全な構造でなければならない。

② 剛性率とは、水平方向の層間変位の当該各階の高さに対する割合である。
③ 著しく軟弱な区域内における木造の建築物は、標準せん断力係数を1.5倍する必要がある。

④ 風圧力は速度圧に風力係数を乗じて計算する。

　　　　　　

Ⅱ．計画（独立住宅）
1． 建築外部、内部ゾーニング、ボリュームについて最も不適当なものを選びなさい。

1 収納スペースは、延べ面積の5％程度で計画した。
2 アプローチとは、道路から門、玄関にいたるまでの経路およびその周辺のことをいう。
3 極少敷地を除き、隣地境界線から建物壁芯までは最低1200mm確保した。

4 3LDKとは、3つの寝室（居間）と「リビング」「ダイニング」「キッチン」が1室になっている形態をいう。
2． 建築面積、床面積の確認について、最も不適当なものを選びなさい。
1 階段室は1階、2階とも床面積に算入した。

2 吹抜は2階床面積から除外した。
3 バルコニーは、その出が、建築物の壁芯から1.5ｍ出ていても、建築面積には算入されない。
4 屋根付ベランダは、仕様によっては、2階床面積に算入されることもある。

３．壁、開口および開閉方法の検討について最も不適当なものを選びなさい。

① 居室の出入口の片開戸は室内側へ開くようにする。
② トイレは、緊急時の対応のためになるべく外開きとするとよい。

③ 電灯のスイッチは、ノブと反対側に設置すると使い勝手がよい。

④ 雨戸は室内側から見て、左側で収納させると操作性が向上する。
４．キッチン・ダイニングの計画について最も不適当なものを選びなさい。

1 キッチンに電磁誘導加熱式調理器を設置しても内装制限は適用される。

2 冷蔵庫をシンク横に設置した。

3 4人掛けの食卓テーブルのサイズを約1200×850mmとした。

4 Ｉ型システムキッチンの奥行を、650mmとした。

５．各個室における計画について最も不適当なものを選びなさい。
①　家事室は、キッチンなどの水まわりをつなげることによって動線を整理した。

②　寝室・子供室には各個室面積の20％以上の収納スペースを確保するように計画した。

③　就寝分離とは、食事室と寝室を分離することである。
5 　電灯スイッチを床から1.2ｍの位置に設置した。

Ⅲ． 建築構造（在来軸組構造）
1． 次のうち、基礎の説明として間違っているものはどれか、①～④から選び番号を記入しなさい。
①　床下の換気口は湿気のこもる場所ができないように配置し設ける。
②　基礎は主体構造部を支え建物にかかる荷重を地盤に伝える役目を果たす。
③　換気口は、柱下や耐力壁の直下を避け開口部の下などに設ける。
④　アンカーボルトとは、柱が引き抜きによって抜ける事を防ぐための金物である
2． 次のうち、アンカーボルトの埋設位置として一番適していないものはどれか、①～④から選び番号を記入しなさい。
①　筋かいが付く柱近く。
②　耐力壁の柱近く。
③　土台の継手・仕口の近く。
④　換気口の近く。
3． 次のうち、ねこ土台（基礎パッキン）を置く位置として一番適していないものはどれか、①～④から選び番号を記入しなさい。
①　柱の直下
②　アンカーボルトの位置
③　継手・仕口の下
④　火打ち土台と土台の仕口の下
4． 次のうち、基礎の説明として間違っているものはどれか、①～④から選び番号を記入しなさい。
①　換気口の角部分には、コンクリートのひび割れが生じないよう補強筋を入れる。
②　基礎の天端は土台が敷かれるので、できるだけ水平にする。
③　独立基礎と束石とは全く違うものである。
④　フーチング付きの布基礎に囲まれた所に、コンクリートを流して土間を作ったものをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・・・),べた基礎)という。

5． 下図の布基礎の部材名称のうち、間違っているものはどれか、①～④から選び番号を記入しなさい。
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Ⅳ．木造住宅の耐震診断の手順（在来軸組構法の耐震簡易診断）
1． 地震に関して誤っているものを選びなさい。

1 地震波のＰ波とＳ波の速度は同じである。

2 水分を多く含んだ砂地盤では、地震により強い揺れが作用すると液状化現象が発生することがある。

3 マグニチュードは地震の規模を表す尺度であり、数値が大きいほど放出されるエネルギーが大きい。

4 震央とは、震源の真上の地表点のことである。

2． 耐震診断の「誰でもできるわが家の耐震診断」に関して誤っているものを選びなさい。

1 専門的な知識がなくても、一般の住宅所有者が診断できるように作成されている。

2 伝統的な構法による木造住宅はこの診断法では耐震診断できない。

3 「誰でもできるわが家の耐震診断」により診断した結果を用いて、耐震補強を行った。

4 評点が１０点満点であったが、専門家による一般診断法による耐震診断を行った。

3． 耐震診断の「一般診断法」に関して誤っているものを選びなさい。

1 この診断法では、対象となる住宅の構法により「方法１」と「方法２」がある。

2 住宅が主に壁を耐震要素とした建物であるため、「方法１」を使用して耐震診断を行った。

3 「地盤・基礎」は地震時の注意事項として指摘した。
4 壁の耐力を算出する場合、45㎝ の無開口壁も算入して計算を行った。
4． 住宅の構造計画に関して誤っているものを選びなさい。
1 軟弱地盤なので、耐力壁を5割増して設置した。

2 布基礎の剛性を高めるため、島型や半島型は避けるように計画するべきである。

3 建物の耐震性を向上させるためには、建物重量を重くして地震力に抵抗させる方が良い。
4 建物形状としては平面的に長方形のような、なるべく単純なものほど耐震性は高い。

5． 木造住宅の腐朽・蟻害に関して誤っているものを選びなさい。

1 木材は含水率25～35％以上で腐朽し始める。

2 柱・筋かい及び土台で、地盤面から高さ50㎝以内の部分だけ防腐処理を行った。
3 日本に生息している白アリは、イエシロアリとヤマトシロアリである。

4 ネコ土台（基礎パッキン）は換気口による基礎の断面欠損をなくすことができる。
Ⅴ．木造住宅の耐震診断法（在来軸組構法の耐震精密診断）
1． 地盤・基礎に関して誤っているものを選びなさい。

1 建物が持つ固有周期と表層地盤の周期（卓越周期）により、地震時に建物の揺れ方が異なる。

2 柔らかい地盤の方が、固い地盤より建物の揺れを吸収して小さくするので良い。
3 耐震診断においての地盤は、「良い地盤」「普通の地盤」「悪い地盤」に分類されている。

4 木造建築物の地震による被害率は、沖積層の厚さが30ｍを超えたあたりから急増する。

2． 建物の偏心に関して誤っているものを選びなさい。

1 偏心とは、建物の重さの中心（重心）と耐力壁の剛さの中心（剛心）とのずれである。

2 建物に地震力が作用した時、建物の回転の中心は重心である。

3 剛心と重心の近ければ近いほど、建物の揺れ幅は小さくなり耐震性のある建物になる。

4 偏心率は数値が小さいほど偏心の度合いが小さくなる。

3． 建物の必要耐力に関して誤っているものを選びなさい。

1 必要耐力の算定は、「必要耐力表による方法」と「基準法地震力算定による方法」がある。

2 「良い地盤」の場合、地震時の揺れは小さいので必要耐力を0.5倍にすることができる。

3 必要耐力表による方法による場合、いずれかの階の短辺の長さが6.0ｍ未満の場合、その階をのぞく下の全ての階の必要耐力に「短辺割増係数」を乗じる必要がある。

4 必要耐力表による方法による場合、多雪区域においては積雪深に応じた値を必要耐力に加算する。

4． 建物の保有する耐力に関して誤っているものを選びなさい。

1 保有する耐力は、壁の耐力に「壁の耐力に剛性率による低減係数」と「偏心率と床の仕様による低減率」を乗じて算出する。

2 壁基準耐力は、「軸組の要素基準耐力」及び両側に張られた「壁面要素基準耐力」を合計した数値である。

3 有開口壁の耐力は、無開口の壁の耐力を基準に「有開口低減係数」を乗じて算出する。

4 無開口壁の耐力は、「壁基準耐力」「壁長」「接合部低減係数」「壁劣化低減係数」を乗じて算出する。

5． 建物の上部構造の評価に関して誤っているものを選びなさい。

1 診断は、建築基準法の想定する大地震に対して、倒壊する危険性の有無を判定するものである。

2 上部構造の耐力の評点は、各階・各方向について必要耐力の保有する耐力に対する比である。

3 各階・各方向で算出した上部構造評点の最も小さい値で、上部構造耐力の評価を行う。

4 評点が1.0を下回れば、大地震時に倒壊する可能性がある。

Ⅵ．木造住宅の耐震診断と補強
1． 耐震補強計画に関して誤っているものを選びなさい。

1 壁の配置が均等になるよう、開口部などを壁にして耐力を増やす補強計画を行った。
2 接合部は、力のかかり方に応じた金物で補強する計画を行った。

3 基礎にひび割れがあったが、上部構造の評点に関係がないので補修・補強計画はしなかった。
4 上下階の壁の位置をできるだけ一致させるように補強計画を行った。

2． 壁の耐震補強に関して誤っているものを選びなさい。

1 筋かい端部は、柱と横架材の仕口になるべく接近させて取り付ける。

2 筋かいの端部の近くには、横架材の継手を設けない。

3 筋かい、柱と横架材の接合方法は、平成12年建設省告示第1460号をもとに行った。

4 合板の縁端距離は10㎜以内として釘打ちする。

3． 外側からの補強工事に関して誤っているものを選びなさい。

1 外側からの補強工事は、工事関係者が住宅内部に入らないので工事への理解が得られやすい。

2 外壁がモルタル塗りであったので、仕上げが既存部分と合わない場合があることを事前に説明した。

3 雨の侵入に対する十分な養生を行わずに工事を行った。
4 アルミサッシは再利用するため、慎重に取り外作業を行った。

4． 内側からの補強工事に関して誤っているものを選びなさい。

1 内部仕上げを剥がすので、リフォーム工事と一緒に行うことが有効である。

2 室内側から構造用合板で補強する場合、四周をくぎ打ちすることが難しいので納まりを検討した。

3 構造用合板は、F☆☆☆☆の合板を使用した。

4 押入壁の補強は一般的に比較的費用が高くなり、耐震補強しにくい。

5． 接合金物に関して誤っているものを選びなさい。

1 接合金物は、接合具（釘・ビス・ボルトなど）の種類や本数を確認してから取り付けた。

2 木材が乾燥していなくても、釘やボルトに影響がないので未乾燥木材を使用した。
3 ボルトとナットの締め付けを仕上げの時点でもう一度十分に締め直した。
4 くぎは、しっかりとくぎ頭まで打ち込むことが必要である。
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